
2026年 5月 17日 

主日礼拝 

 

 

礼拝讃美歌⇒503番（MK姉） 

『天つ真清水』 

 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1章 3~7節（MM姉） 

『わたしたちの主イエス・キリストの父である神は、ほめたたえられますように。神は、わたしたちをキリス

トにおいて、天のあらゆる霊的な祝福で満たしてくださいました。天地創造の前に、神はわたしたちを愛して、

御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストにおいてお選びになりました。イエス・キリスト

によって神の子にしようと、御心のままに前もってお定めになったのです。神がその愛する御子によって与え

てくださった輝かしい恵みを、わたしたちがたたえるためです。わたしたちはこの御子において、その血によ

って贖われ、罪を赦されました。これは、神の豊かな恵みによるものです。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒16番 

『世の始まる前』 

 

 

聖書⇒創世記 22章 1~2節（ES姉） 

『これらのことの後で、神はアブラハムを試された。神が、「アブラハムよ」と呼びかけ、彼が、「はい」と答

えると、神は命じられた。「あなたの息子、あなたの愛する独り子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。

わたしが命じる山の一つに登り、彼を焼き尽くす献げ物としてささげなさい。」』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 3章 16節 

『神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の

命を得るためである。』 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 2章 6~11節 

『キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、かえって自分を無

にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。人間の姿で現れ、へりくだって、死に至るまで、そ

れも十字架の死に至るまで従順でした。このため、神はキリストを高く上げ、あらゆる名にまさる名をお与え

になりました。こうして、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、 

すべての舌が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、父である神をたたえるのです。』 



（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒208番（KH兄） 

『汚れと争いは』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（NH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒142番 

『渡されたもう 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 5章 1~9節（HK兄） 

『その後、ユダヤ人の祭りがあったので、イエスはエルサレムに上られた。エルサレムには羊の門の傍らに、

ヘブライ語で「ベトザタ」と呼ばれる池があり、そこには五つの回廊があった。この回廊には、病気の人、目

の見えない人、足の不自由な人、体の麻痺した人などが、大勢横たわっていた。彼らは、水が動くのを待って

いた。それは、主の使いがときどき池に降りて来て、水が動くことがあり、水が動いたとき、真っ先に水に入

る者は、どんな病気にかかっていても、いやされたからである。さて、そこに三十八年も病気で苦しんでいる

人がいた。イエスは、その人が横たわっているのを見、また、もう長い間病気であるのを知って、「良くなり

たいか」と言われた。病人は答えた。「主よ、水が動くとき、わたしを池の中に入れてくれる人がいないので



す。わたしが行くうちに、ほかの人が先に降りて行くのです。」イエスは言われた。「起き上がりなさい。床を

担いで歩きなさい。」すると、その人はすぐに良くなって、床を担いで歩きだした。その日は安息日であった。』 

 

聖書⇒ネヘミヤ記 3章 1節 

『大祭司エルヤシブは、仲間の祭司と共に羊の門の建築に取りかかり、それを奉献し、扉を付けた。 

次いでハンメアの塔まで、更にハナンエルの塔まで奉献した。』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 5章 13~14節（KH兄） 

『「あなたがたは地の塩である。だが、塩に塩気がなくなれば、その塩は何によって塩味が付けられよう。も

はや、何の役にも立たず、外に投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだけである。あなたがたは世の光である。

山の上にある町は、隠れることができない。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 20章 30~31節 

『このほかにも、イエスは弟子たちの前で、多くのしるしをなさったが、それはこの書物に書かれていない。 

これらのことが書かれたのは、あなたがたが、イエスは神の子メシアであると信じるためであり、また、信じ

てイエスの名により命を受けるためである。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 8章 12節 

『イエスは再び言われた。「わたしは世の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持つ。」』 

 

 

 

讃美歌（KH兄） 

『ガリラヤの風薫る丘で』 

 

 

 

《建徳要旨》 


